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―18年度の売上収益は、対前年度比8％増加し、1兆円を超えた1兆337億円、調
整後営業利益は対前年度比25％増の1,168億円で、その利益率は11.3％、営業
利益は1,023億円、親会社株主帰属の当期利益は前年度比14％増加の685億円 

  

―売上収益、並びに調整後営業利益や、親会社株主帰属の当期利益は、過去最
高 

  

―18年度の為替レートは、米ドルは10銭の円安、ユーロは2円20銭円高、元も20
銭円高、オーストラリアドルは、4円80銭もの円高 

  

―なお、本日の取締役会で18年度年間配当金を100円とすることで、5月取締役会
に上程することを決定 
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―18年度は、為替円高影響を除けば、中国と中東以外、各地域で増収 

特に、日本、アジア、オセアニア、北米で売上収益が対前年度よりもそれぞれ100
億円以上増加 

  

―合計売上収益の18年度増収額は746億円、8%増加、このうち、為替円高影響に
よる減収が270億円、実質1,016億円の増収 
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―18年度のマイニング売上収益は、一番右側の棒グラフに示した通り、為替円高
影響があっても、1,608億円と対前年度比17%の増加 

  

―特に、本体売上では、対前年度比で、トラックは72%の大幅な増加、ショベルも
35％増と好調で、本体合計では45％の増加 

  

―加えて、マイニング向け部品サービスも、対前年度比5％増の1,039億円と堅調
に推移 
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―18年度のバリューチェーン売上は、3,982億円と対前年度比5％の増加 

  

―部品サービスは5%、ソリューションビジネスは4%、レンタルも7%など、それぞれ
に前年に対して、順調に増加 
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―18年度調整後営業利益は、物量の増加や、欧州や米州、インドやインドネシア

などでの売価改善により、資材費や間接費の増加、ユーロや新興国通貨に対する
為替円高影響などを賄い、17年度に対して233億円増益の1,168億円 

  

―その他収支では、構造改革関連費用は、前年度より51億円の費用増加、これ
は、主としてBradkenの経営効率向上に向けた工場統廃合によるもの 

  

―また、その他営業収支116億円の費用増加には、中国における過年度過払い増
値税の回収懸念についての処理額88億円が含まれる 
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―18年度の金融収支は、前年とほぼ同じく、マイナス43億円 

  

―北米合弁会社のDeere-Hitachiなどにより、持ち分法投資損益は47億円と堅調、
親会社株主帰属の当期利益は685億円と対前年度比85億円、14％増益 
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―18年度第4四半期の3か月の売上収益は2,905億円、調整後営業利益317億円、
調整後営業利益率10.9% 

  

―調整後営業利益率の推移を、折れ線グラフ実線に示めした通り、17年第3四半
期より、６四半期連続して10％台を確保 
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―19年3月末総資産は、借方・A列の通りに、18年3月前年度末よりも955億円増加
した1兆1,853億円 

うち、非流動を含めた営業債権は、前年度末より216億円増加した2,826億円 

  

―また、棚卸資産も前年度末よりも692億円増加した3,248億円 

これは、19年度に納入となるマイニング機械の在庫増加に加えて、中国春節明け
商戦でも、敢えて価格や販売条件を緩めなかった結果でもある 

  

―営業債権の手持日数は前年度末とほぼ同じの100日、棚卸資産の手持日数は
18日長期化の115日 

  

―営業債務も、国内取引先への支払早期化により、前年度末より14日短縮悪化
の57日 

  

―以上のような資産増加により、貸方・C列の通りに、有利子負債が3,048億円と
741億円増加し、ネットDEレシオは0.49となった 

  

― 一方、資本合計は前年度末よりも376億円増えた5,427億円となり、親会社株
主帰属持分比率は41.0％となった 
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―18年度の営業キャッシュ・フローは、対前年度比較では当期利益の増加はある

ものの、運転資本の大幅な支出超過に加え法人所得税費用の支払増加などもあ
り、257億円の支出超過 

  

―投資キャッシュ・フローは、18年度は前年度よりも減少したものの、フリーキャッ
シュフローは、560億円の支出超過 
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―19年度の業績予想は、油圧ショベルの世界需要動向などを踏まえて、売上収益
は9,500億円、調整後営業利益は860億円、親会社株主に帰属する当期利益は
480億円を予想 

  

―予想為替レートは、先行きが不透明な世界経済などを踏まえて、通貨毎の想定
変動レンジの下限をもって以下の予想為替レートとした 

米ドル：100円、ユーロ円：110円、元：15円、オーストラリアドル：77円 

  

―参考資料１．に、売上収益と調整後営業利益に影響する主要な通貨の為替感
応度を掲載 

  

―予想為替レートの円高影響を除けば、売上収益はほぼ前年並み、調整後営業
利益は増益を見込む 
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―連結合計で前年度比837億円の減収も、予想為替レートの円高影響が828億円
の減収要因であり、従って、実質はほぼ前年並み 

  

―日本が比較的に堅調な予想から、海外売上収益比率は2ポイント減の78%を見
込む 
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―重量300トン以上の超大型マイニングショベルや、超大型マイニングトラックの受
注は好調であり、19年度マイニング売上収益は、対前年度比15％増加の1,847億
円と、予想為替レートの円高影響を含めても増収の見込み 

  

―マイニング機械本体は、対前年度比40%増加と堅調で、マイニング向け部品サ
ービスも、予想為替レートの円高影響を含めても対前年比1％と増収の見込み 

  

―参考資料２．に、地域別のマイニング売上収益内訳を掲載 
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―19年度バリューチェーン売上予想は、対18年度比では、予想為替レートの円高
影響を含み、5％増収の4,189億円を見込む 

  

―部品サービスは7％、レンタルも7%増加など、それぞれに対前年度比で堅調に
売上増加の見込み 

  

―なお、売上構成比は6ポイント増加した44％を見込む 
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―19年度調整後営業利益が 308億円減少した860億円となる理由は以下の通り 

  

―バリューチェーン構成差などと共に、売価アップで、資材費のアップや、研究開
発費や人件費、減価償却費などの間接費増加を賄い、事業ベースでは127億円
の増益を見込む 

  

―その他の営業収入・費用は、18年度よりも落ち着くものと見込む 
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